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安
中
家
の
墓
誌
に
よ
れ
ば
、安
中
半
三
郎
の
祖
父
は
、武
州
青
梅（
東
京
都
青
梅
市
）

の
人
で
、
安
永
年
間
に
長
崎
に
来
住
。
父
為
俊
は
そ
の
第
五
子
で
あ
っ
た
。
為
俊
は

19
歳
で
江
戸
に
出
て
、
以
後
、
長
崎
・
江
戸
間
を
頻
繁
に
往
来
し
た
が
、
万
延
元
年

（
1
8
6
0
）帰
崎
し
、
酒
屋
町（
現
・
栄
町
）で
書
籍
・
新
聞
・
文
具
・
雑
貨
商
を
営

ん
だ
。
半
三
郎
の
母
蝶
は
越
後
国（
新
潟
県
）の
出
身
で
19
歳
で
江
戸
で
為
俊
に
嫁
ぎ
、

五
男
一
女
を
生
み
、
34
歳
で
長
崎
で
没
し
た
。

　

安
中
半
三
郎
は
、
嘉

永
6
年（
1
8
5
3
）江

戸
神
田
相
生
町
に
生
ま

れ
た
。
諱（
い
み
な
）は

東
来
。
6
歳
の
時
、
父

に
従
っ
て
長
崎
に
来

住
。
長
川
東
州
・
池
原

日
南
に
つ
い
て
和
漢
学

を
学
ん
だ
。
大
正
末
年

に
刊
行
さ
れ
た『
明
治

維
新
以
後
の
長
崎
』に

よ
れ
ば
、
そ
の
ひ
と
と

な
り
は『
資
性
剛
健
潤

達
に
し
て
多
芸
多
能
能

く
詠
み
能
く
談
じ
能
く

書
き
能
く
飲
み
酔
ふ
て

耳
熟
す
れ
ば
詞
藻
湧
く

が
如
く
又
談
論
風
発
の

概
あ
り
』と
記
さ
れ
て

い
る
。

　

半
三
郎
は
、
酒
屋
町
で「
虎
与
号
」の
屋
号
で
、
父
か
ら
の
家
業
を
継
承
。
時
に
は

出
版
活
動
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で
、
香
月
薫
平
著
の『
長
崎
地
名
考
』（
明
治
26
年
刊
）

は
、
安
中
書
店
の
発
行
と
な
っ
て
い
る
。
北
原
雅
長
市
長
時
代
の
明
治
22
年
か
ら
28

年（
1
8
8
9
〜
1
8
9
5
）に
か
け
て
市
会
議
員
を
務
め
、
水
道
建
設
問
題
、
九
州

鉄
道
長
崎
線
敷
設
問
題
等
に
関
わ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
30
年
か
ら
35
年（
1
8
9
7

〜
1
9
0
2
）に
か
け
て
、
市
の
執
行
機
関
と
し
て
の
名
誉
職
の
参
事
会
員（
市
会
で

選
出
）と
し
て
、
港
湾
改
良
工
事
問
題
等
に
関
わ
っ
た
。

　

ま
た
長
崎
商
工
会
議
所
の
前
身
で
あ
る
長
崎
商
業
会
議
所
の
設
立
に
も
発
起
人
の

一
人
と
し
て
創
立
準
備
の
時
か
ら
深
く
関
わ
り
、
明
治
27
年
の
商
業
会
議
所
議
員
選

挙
か
ら
大
正
2
年（
1
8
9
4
〜
1
9
1
3
）ま
で
、
約
20
年
に
わ
た
っ
て
、
商
業
会

議
所
議
員
を
務
め
た
。
そ
の
間
、
明
治
28
年
か
ら
明
治
42
年（
1
8
9
5
〜

1
9
0
9
）の
間
に
三
度
に
わ
た
り
、
商
業
会
議
所
の
副
会
頭
の
要
職
を
務
め
、
松

田
源
五
郎
、
岩
田
清
秋
、
永
見
寛
二
等
歴
代
会
頭
を
よ
く
補
佐
し
た
。

　

明
治
27
年（
1
8
9
4
）5
月
2
日
公
共
図
書
館
の
先
駆
と
も
言
う
べ
き
長
崎
文
庫

が
長
崎
市
新
橋
町（
現
・
市
立
中
央
保
育
所
所
在
地
）で
発
足
し
た
。
こ
の
長
崎
文
庫

は
、
明
治
30
年（
1
8
9
7
）に
引
地
町
に
、
そ
の
後
長
崎
商
品
陳
列
所
内（
現
・
日

本
銀
行
長
崎
支
店
）に
移
転
、
明
治
45
年（
1
9
1
2
）に
発
足
し
た
県
立
長
崎
図
書

館
に
引
き
継
が
れ
、
大
正
4
年（
1
9
1
5
）に
県
立
長
崎
図
書
館
が
移
築
さ
れ
、
そ

の
際
立
派
な
表
紙
の
受
け
入
れ
台
帳
が
作
成
さ
れ
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
台
帳
の
大

正
5
年（
1
9
1
6
）9
月
5
日
の
日
付
の
欄
に
長
崎
文
庫（
代
表
者
安
中
半
三
郎
）か

ら
県
立
長
崎
図
書
館
へ
の
寄
贈
本
の
一
覧
が
10
ペ
ー
ジ（
項
目
に
し
て
3
4
2
項
目
、

冊
数
に
し
て
約
4
0
0
冊
）に
わ
た
り
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
27
年
～
28

年（
1
8
9
4
～
9

‌
5
）に
か
け
て
長
崎
古
文
書
刊
行
会
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た『
長
崎

叢
書
』は
、
西
道
仙
と
と
も
に
安
中
半
三
郎
が
校
閲
者
と
し
て
名
前
を
連
ね
て
い
る
。

　

明
治
24
年（
1
8
9
1
）に
愛
知
・
岐
阜
県
を
中
心
と
し
た
震
災
が
起
き
た
と
き
半

三
郎
は
、
い
ち
早
く
新
大
工
町
の
舞
鶴
座
で
慈
善
音
楽
幻
燈
会
を
開
き
、
金
品
を
募

り
、
被
災
者
の
支
援
を
行
っ
た
。
明
治
26
年（
1
8
9
3
）長
崎
慈
善
会
が
設
立
さ
れ
、

そ
の
発
起
人
総
代
と
な
り
、
会
の
事
務
所
は
安
中
宅
に
置
か
れ
た
。
長
崎
慈
善
会
の

活
動
の
一
環
と
し
て
、
明
治
31
年（
1
8
9
8
）長
崎
盲
唖
院（
私
立
）を
設
立
し
た
。

盲
唖
学
校
と
し
て
は
全
国
で
3
番
目
に
古
く
、
し
か
も
、
先
駆
け
た
京
都
・
東
京
の

官
立
の
盲
唖
学
校
と
違
っ
て
、
安
中
半
三
郎
を
始
め
と
す
る
民
間
人
の
手
に
よ
り
私

立
と
し
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
初
、
こ
の
学
校
は

長
崎
市
興
善
町
の
野
村
惣
四
郎
宅
の
一
部
を
仮
校
舎
と
し
た
が
、
生
徒
数
の
増
加
に

よ
り
、
同
町
の
民
家
を
借
り
て
移
り
、
名
称
も
長
崎
盲
唖
学
校
と
改
称
さ
れ
、
明
治

41
年（
1
9
0
8
）に
は
長
崎
市
桜
馬
場
に
新
校
舎
が
建
築
さ
れ
た
。
半
三
郎
は
、
大

正
4
年（
1
9
1
5
）11
月
、
多
年
慈
善
事
業
に
尽
し
た
功
績
に
よ
り
、
長
崎
県
知
事

李
家
隆
介
よ
り
木
杯
一
組
を
賜
り
、
表
彰
さ
れ
た
。

　

半
三
郎
は
、
狂
句
狂
歌
も
嗜
み
、「
素
平
連
」（
す
ぺ
れ
ん
）と
い
う
趣
味
の
会
を
主

宰
、『
類
題
酔
狂
句
集
』を
明
治
17
年（
1
8
8
4
）に
出
版
し
た
。
長
崎
公
園
の
月
見

茶
屋
と
噴
水
の
あ
る
敷
地
の
一
角
に
東
来
碑
が
あ
り
、
判
読
困
難
に
な
っ
て
い
る
も

の
の
半
三
郎
の
35
首
の
歌
碑
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
諏
訪
神
社
に「
長
崎
諏
訪
神
社
大

祭
式
行
列
図
」と
い
う
一
幅
の
絵
巻
が
あ
る
。
木
箱
の
表
題
に
は「
御
神
幸
絵
巻
」と

記
さ
れ
、
白
石
民
子
氏
よ
り
川
添
氏
に
贈
ら
れ
た
も
の
が
、
昭
和
51
年
川
添
清
次
氏

よ
り
諏
訪
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
由
が
述
べ
ら
れ
、
絵
巻
の
中
に
こ
の
諏
訪
神
社
の
神

輿
・
神
具
が
明
治
11
年（
1
8
7
8
）新
調
さ
れ
た
の
を
契
機
に
翌
年
こ
の
絵
巻
が
作

成
さ
れ
た
こ
と
が
、
安
中
有
年（
半
三
郎
の
諱
）の
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

半
三
郎
は
、
大
正
10
年（
1
9
2
1
）69
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
墓
碑
は
、
本
蓮
寺
境

内
に
あ
る
が
、
葬
儀
は
神
葬
と
し
て
執
り
行
わ
れ
た
。「
酒
飲
め
ば　

浮
世
を
よ
そ
に

　

捨
小
船　

た
だ
よ
ふ
て
こ
そ　

た
の
し
か
り
け
れ
」と
い
う
辞
世
の
句
を
残
し
て

い
る
。

　

翌
年
慈
善
会
の
三
十
周
年
、
盲
唖
学
校
の
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
盲
唖
学
校
の

校
庭
に「
安
中
翁
記
念
碑
」が
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
記
念
碑
は
、
現
在
移
転
し
た
長
崎

県
立
盲
学
校（
時
津
町
西
時
津
郷
）の
玄
関
前
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。
盲
学
校
の
校
長

室
に
は
、
歴
代
22
代
の
校
長
先
生
の
肖
像
写
真
の
先
頭
に
、「
本
校
創
立
者
」と
し
て
、

ひ
と
き
わ
大
き
く
安
中
半
三
郎
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

安
中
半
三
郎
は
、
長
崎
の
政
治
・
経
済
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
に
加
え
て
、

文
化
事
業
や
社
会
福
祉
事
業
の
先
駆
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
先
見
性
を
持
ち
つ
つ
、

そ
の
才
能
を
公
私
見
事
な
バ
ラ
ン
ス
で
開
花
さ
せ
た
稀
有
な
人
物
で
あ
っ
た
。

�

（
地
方
史
研
究
会
事
務
局
長
）

三
六
三
号　

平
成
二
十
四
年
十
月
十
日

明
治
期
の
マ
ル
チ
人
間
安
中
半
三
郎

　
　
─ 
長
崎
文
庫
の
創
設
・
長
崎
盲
唖
学
校
の
設
立
に
尽
力 

─

○
旧
八
月
十
五
日（
九
月
三
十
日
）の
夜
は「
仲
秋
の
名
月
」で
あ
り
、
旧
八
月
十
八
日（
十
月
三

日
）は「
居
待
の
月
」で
あ
る
。
文
化
元
年（
一
八
〇
四
）長
崎
奉
行
所
支
配
勘
定
役
と
し
て
着

任
し
た
太
田
蜀
山
人
は
長
崎
諏
訪
神
社
よ
り
眺
め
た
名
月
を「
土
地
の
言
葉
を
つ
か
っ
て
」と

題
し
て
、
彦
山
の
名
月
を「
こ
ん
げ
ん
良
か
月
や　
え
っ
と
な
か
ば
い
」と
詠
ん
で
い
る
。

○
良
寛
和
尚
の
歌
集
の
中
に「
月
よ
み
の
光
を
待
ち
て
帰
り
ま
せ　

山
路
は
栗
の
い
が
の

多
き
に
」と
あ
っ
た
。
之
の「
月
の
光
」と「
栗
の
毬い
が

」の
言
葉
の
中
に「
現
代
世
相
の
混
濁

と
其
の
救
い
の
道
」に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

○
さ
て
九
月
・
十
月
は「
長
崎
く
ん
ち
」の
事
も
あ
っ
て
、
分
室
の
事
務
局
は
一
人
で
あ
り

多
忙
で
大
い
に
苦
労
し
て
お
ら
れ
る
。

○
更
に
本
月
は
、
恒
例
の
長
崎
日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル
協
会
と
の
協
賛
研
修
旅
行
。
長
崎
古
曲

保
存
運
動
に
協
賛
し
て
の「
長
崎
座
敷
唄
家
元
発
会
」準
備
・「
長
崎
民
謡
協
会
再
発
足

会
」設
立
準
備
等
と
多
忙
。
次
い
で
十
一
月
三
日
文
化
の
日
は
恒
例
に
よ
り
長
崎
市
立

図
書
館
主
催「
第
五
回
長
崎
学
講
座
」の
た
め
今
年
も
私
に
講
師
依
頼
あ
り
、
十
月
中
旬

ま
で
に
は「
其
の
講
座
概
要
を
提
出
せ
よ
」と
の
事
。
今
年
、
私
は「
長
崎
の
ま
ち
を
訪

ね
て
─
佛
像
を
中
心
に
─
」と
い
う
事
に
し
た
。

○
長
崎
八
坂
町
清
水
寺
よ
り「
大
人
の
寺
子
屋
」を
今
月
よ
り
来
年
三
月
ま
で
開
講
し
た
の

で
大
い
に
参
加
し
て
下
さ
い
と
の
事
。
講
座
内
容
は
、
も
の
し
り
長
崎
寺
子
屋
話
。
音

曲
・
歌
舞
の
講
座
・
長
崎
職
人
話
な
ど
。
尚
、
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
御
連
絡
く
だ
さ

い
と
の
事（

０
９
０
─
４
９
９
３
─
３
５
９
４
松
原
ま
で
）

○
九
月
よ
り
再
開
し
た
本
会
恒
例
の
各
講
座
い
ず
れ
も
好
評
。
特
に
竹
之
下
・
江
口
・
吉

田
・
田
村
・
山
脇
各
氏
を
中
心
と
し
た
毎
週
水
曜
午
後
二
時
開
催
の
自
由
参
加「
水
曜

懇
話
会
」は
参
加
多
し
。（
会
費
不
要
）

○
今
月
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

　

対
馬
・
小
松
勝
助
先
生
よ
り
。『
長
崎
県
謎
解
き
散
歩
』新
人
物
往
来
社
刊
。
長
崎
県
下

の
歴
史
・
祭
礼
・
史
跡
等
を
原
田
博
二
・
福
田
八
郎
・
小
松
勝
助
の
三
先
生
編
著
に
よ

り
良
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。（
八
〇
〇
円
）

　

松
下
幸
子
先
生
よ
り『
江
戸
料
理
読
本
』。
松
下
先
生
の
食
文
化
研
究
は
有
名
で
あ
り
特

に
江
戸
料
理
の
研
究
で
は
第
一
の
人
で
あ
ら
れ
る
。（
筑
摩
書
房　

一
、一
〇
〇
円
）

　

長
崎
純
心
大
学
よ
り『
平
成
二
三
年
度
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
広
報
』

　

十
八
銀
行
長
崎
経
済
研
究
所
よ
り『
な
が
さ
き
経
済　

２
０
１
２
・
8
』長
崎
の
経
済
事
情
を
よ
く
認
識
す
る
う

え
で
は
必
読
の
書
で
あ
る
。

日
宇
　
孝
良

長崎諏訪大祭式行列図


